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法令及び定款に基づく

インターネット開示事項

連 結 株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

連 結 注 記 表

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

個 別 注 記 表

（2018年１月１日から2018年12月31日まで）

「連結株主資本等変動計算書」、「連結注記表」、「株主資本等変動計算書」及び「個別

注記表」につきましては、法令及び定款第14条の規定に基づき、インターネット上の当社

ウェブサイト（http://www.dwti.co.jp/）に掲載することにより株主の皆様に提供してお

ります。

表紙
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連結株主資本等変動計算書

( 2018年１月１日から
2018年12月31日まで )

（単位：千円）

株 主 資 本

新株予約権
非支配株主
持　　　分

純資産合計
資 本 金 資本剰余金 利益剰余金

株主資本
合 計

当連結会計年度期首残高 3,365,279 3,354,653 △4,720,630 1,999,302 1,657 94,909 2,095,869

当連結会計年度変動額

新 株 の 発 行 4,762 4,762 9,525 9,525

資 本 金 か ら
剰 余 金 へ の 振 替

△3,335,279 3,335,279 － －

欠 損 填 補 △4,561,217 4,561,217 － －

親会社株主に帰属す
る当期純損失（△）

△748,966 △748,966 △748,966

株主資本以外の項目の当連結
会 計 年 度 変 動 額 ( 純 額 )

△1,657 △54,670 △56,327

当連結会計年度変動額合計 △3,330,516 △1,221,174 3,812,250 △739,440 △1,657 △54,670 △795,768

当連結会計年度末残高 34,762 2,133,478 △908,379 1,259,861 － 40,239 1,300,101

－ 1 －

連結株主資本等変動計算書
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　連結注記表

１．連結計算書類の作成のための基本となる重要な事項に関する注記等

(1) 連結の範囲に関する事項

①　連結子会社の状況

・連結子会社の数　　　　　　　１社

・連結子会社の名称　　　　　　日本革新創薬株式会社

②　非連結子会社はありません。

(2) 連結子会社の事業年度等に関する事項

　　連結子会社の事業年度の末日は、連結決算日と一致しております。

(3) 会計方針に関する事項

①　有価証券の評価基準及び評価方法

・その他有価証券

　時価のないもの………………移動平均法による原価法を採用しております。

②　たな卸資産の評価基準及び評価方法

・貯蔵品……………………………最終仕入原価法による原価法（収益性の低下による簿価

切下げの方法）を採用しております。

③　固定資産の減価償却の方法

イ．有形固定資産…………………定率法によっております。ただし、2016年４月１日以降

　　（リース資産を除く）　　　に取得した建物附属設備については、定額法を採用して

　　　　　　　　　　　　　　　おります。

　　　　　　　　　　　　　　　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物　　　　　　　　８年～15年

工具、器具及び備品　４年～15年

ロ．無形固定資産…………………定額法によっております。

　　（リース資産を除く）　　　なお、自社利用目的のソフトウェアについては社内にお

　　　　　　　　　　　　　　　ける見込利用可能期間（５年）、契約関連無形資産につ

　　　　　　　　　　　　　　　いては契約期間に基づいております。

④　外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

　　期末日の直物為替相場により円貨に換算し、為替差額は損益として処理しています。

⑤　その他連結計算書類の作成のための重要な事項

　　消費税等の会計処理…………消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によって 

おります。

－ 2 －

連結注記表



2019/02/27 10:00:45 / 18457229_株式会社デ・ウエスタン・セラピテクス研究所_招集通知

２．連結貸借対照表に関する注記

(1) 有形固定資産の減価償却累計額 87,789千円

(2) 財務制限条項

当社は株式会社みずほ銀行と金銭消費貸借契約を締結し、2017年２月22日に借入を実行し

ております。

2018年12月31日現在借入残高　600,000千円

本借入において、借入先との間で、主に以下の遵守事項や期限の利益の喪失事項が定めら

れております。

遵守事項としては、本借入の債務完済までの間、以下の事項を借入先に対して遵守する。

①各年度の決算期末日における単体及び連結の貸借対照表における純資産の部の金額を

正の数に維持すること。

②単体の貸借対照表における現預金が10億円を下回った場合速やかに当該事由の発生を

報告し、発生した日以降の研究開発計画について借入先と協議すること。

③以下に掲げる行為を行う場合は、事前に借入先の承諾を得ること。

イ.組織変更、合併、会社分割、株式交換、株式移転（当社の連結子会社のみが当事者と

 なる組織再編行為を除く）

ロ.自己信託の設定

ハ.事業又は資産の全部又は一部の第三者への譲渡（セールアンドリースバックのための

 譲渡を含む）

ニ.第三者の事業又は資産の全部又は一部の譲り受け

④資産の全部若しくは一部について担保物権の設定又は当該担保物権について対抗要件

の具備を行わないこと。

⑤東京証券取引所（市場第一部、市場第二部、マザーズ又はジャスダックのいずれかを問

わない）における上場を維持すること。

また、期限の利益の喪失としては、以下の事由が生じた場合には、借入先は本借入の全部

又は一部の期限を喪失させることが出来る。

①当社が本事業譲渡に関わる「新規パイプライン」の全ての中止を決定したとき。

②当社が借入先に「新規パイプライン」の一部の中止決定の報告をした場合において、当

社の債務履行に重大な影響を及ぼすおそれがあると借入先が判断したとき。

③当社が借入先と合意した「新規パイプライン」の進捗状況（最短2019年6月末時点）に

応じて、借入先が満足する内容の資金調達計画を当社が作成しない場合。

④当社が本借入に基づく義務の履行を怠り、当該不履行が10営業日以上治癒されないと

き。

－ 3 －

連結注記表



2019/02/27 10:00:45 / 18457229_株式会社デ・ウエスタン・セラピテクス研究所_招集通知

３．連結株主資本等変動計算書に関する注記

 当連結会計年度末における発行済株式の種類及び総数

株式の種類
当連結会計年度

期首株式数
当連結会計年度

増加株式数
当連結会計年度

減少株式数
当連結会計年度

末株式数

普通株式 26,258,400株 16,800株 － 26,275,200株

（注）普通株式の発行済株式総数の増加16,800株は、当社取締役（社外取締役を除く）３名、

当社子会社取締役（社外取締役を除く）４名に対する譲渡制限付株式の発行による増加

であります。

４．金融商品に関する注記

(1) 金融商品の状況に関する事項

①金融商品に対する取組方針

　当社グループは、事業運営上必要な資金以外の一時的な余資を流動性及び安全性の高い金

融資産により運用しております。銀行借入により調達した資金の使途は事業譲受費用であ

ります。

②金融商品の内容及びリスク並びにリスク管理体制

　営業債権である売掛金は、顧客の信用リスクに晒されております。一部外貨建てのものに

ついては、為替変動のリスクに晒されております。当該リスクについて、取引先ごとに期日

管理及び残高管理を行っております。投資有価証券は、業務上の関係を有する企業の株式で

あり、定期的に発行体の財務状況等を把握し、リスクの軽減を図っております。

　営業債務である未払金は、そのほとんどが１ヶ月以内の支払期日であり、流動性リスクは

僅少でありますが、各部門からの報告に基づき、管理部門が月次で資金繰状況を管理すると

ともに、日次で資金の残高を確認するなどの方法により、手許流動性を一定水準以上維持す

ることにより管理しております。一部外貨建てのものについては、為替変動のリスクに晒さ

れております。借入金は、金利の変動リスクに晒されております。

(2) 金融商品の時価等に関する事項

　2018年12月31日における連結貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次の

とおりであります。

連結貸借対照表計上額
（千円）

時価（千円） 差額（千円）

(1) 現 金 及 び 預 金 1,584,282 1,584,282 －

(2) 売 掛 金 70,706 70,706 －

資産計 1,654,989 1,654,989 －

(1) 未 払 金 130,375 130,375 －

(2) 未 払 法 人 税 等 2,736 2,736 －

(3)
長期借入金(１年内返
済予定の長期借入金
を 含 む )

600,000 600,000 －

負債計 733,112 733,112 －

－ 4 －

連結注記表
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（注）１.金融商品の時価の算出方法

　資産

　(1)現金及び預金、(2)売掛金

　これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当

該帳簿価額によっております。

　負債

　(1)未払金、(2)未払法人税等

　これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当

該帳簿価額によっております。

　(3)長期借入金(１年内返済予定の長期借入金を含む)

　長期借入金(１年内返済予定の長期借入金を含む)の時価は、元利金の合計額を、

同様の新規借入を行った場合に想定される利率で割り引いた現在価値により算定

しております。

　なお、時価は帳簿価額と近似していることから、当該帳簿価額によっておりま

す。

２.時価を把握することが極めて困難と認められる金融商品

　非上場株式（連結貸借対照表計上額5,123千円）は、市場価格がなく、時価を把

握することが極めて困難と認められることから、上記には含めておりません。

５．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たりの純資産額 47円95銭

(2) １株当たりの当期純損失金額 28円51銭

６．その他の注記

　減損損失に関する注記

　当社グループは以下の資産グループについて減損損失を計上しております。

場所 用途 種類 減損損失（千円）

日本革新創薬株式会社 事業用資産
工具、器具及び備品
ソフトウエア

6,820

（注）１.当社グループは、管理会計上の区分（事業別）を基準にグルーピングを行っており

ます。

２.当連結会計年度において、連結子会社である日本革新創薬株式会社における当資産

グループの事業用資産について、事業計画に対する進捗が当初計画を下回る推移とな

り、今後の業績見通しを踏まえて検討した結果、減損処理を行うこととし、減損損失

として特別損失に計上しております。

３.当資産の回収可能価額について、事業用資産は使用価値により測定しており、将来

キャッシュ・フローがマイナスであるため、帳簿価額をゼロとしております。

－ 5 －

連結注記表
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株主資本等変動計算書

( 2018年１月１日から
2018年12月31日まで )

（単位：千円）

株 主 資 本

資 本 金

資 本 剰 余 金 利 益 剰 余 金

株主資本
合　　計資本準備金

そ　の　他
資本剰余金

資本剰余金
合　　　計

そ　の　他
利益剰余金 利益剰余金

合　　　計
繰　　　越
利益剰余金

当 期 首 残 高 3,365,279 3,355,279 － 3,355,279 △4,561,217 △4,561,217 2,159,342

当 期 変 動 額

新 株 の 発 行 4,762 4,762 4,762 9,525

資 本 金 か ら
剰余金へ振替

△3,335,279 3,335,279 3,335,279 －

準 備 金 か ら
剰余金へ振替

△1,225,937 1,225,937 － －

欠 損 填 補 △4,561,217 △4,561,217 4,561,217 4,561,217 －

当 期 純 損 失
（ △ ）

△970,380 △970,380 △970,380

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額(純 額)

当期変動額合計 △3,330,516 △1,221,174 － △1,221,174 3,590,836 3,590,836 △960,855

当 期 末 残 高 34,762 2,134,104 － 2,134,104 △970,380 △970,380 1,198,486

新株予約権 純資産合計

当 期 首 残 高 1,657 2,160,999

当 期 変 動 額

新 株 の 発 行 9,525

資 本 金 か ら
剰余金へ振替

－

準 備 金 か ら
剰余金へ振替

－

欠 損 填 補 －

当 期 純 損 失
（ △ ）

△970,380

株主資本以外の項目の
当 期 変 動 額(純 額)

△1,657 △1,657

当期変動額合計 △1,657 △962,512

当 期 末 残 高 － 1,198,486

－ 6 －

株主資本等変動計算書
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　個別注記表

１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

(1) 資産の評価基準及び評価方法

①　有価証券の評価基準及び評価方法

　・子会社株式………………………移動平均法による原価法を採用しております。

　・その他有価証券

　時価のないもの…………………移動平均法による原価法を採用しております。

②　たな卸資産の評価基準及び評価方法

・貯蔵品……………………………最終仕入原価法による原価法（収益性の低下による簿価

切下げの方法）を採用しております。

(2) 固定資産の減価償却の方法

①　有形固定資産……………………定率法によっております。ただし、2016年４月１日以降

　（リース資産を除く）　　　　に取得した建物附属設備については、定額法を採用して

　　　　　　　　　　　　　　　おります。

　　　　　　　　　　　　　　　　なお、主な耐用年数は次のとおりであります。

建物　　　　　　　　８年～15年

工具、器具及び備品　４年～15年

②　無形固定資産……………………定額法によっております。

　（リース資産を除く）　　　　なお、自社利用目的のソフトウエアについては社内にお

　　　　　　　　　　　　　　　ける見込利用可能期間（５年）、契約関連無形資産につ

　　　　　　　　　　　　　　　いては契約期間に基づいております。

(3) 外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

期末日の直物為替相場により円貨に換算し、為替差額は損益として処理しています。

(4) その他計算書類の作成のための基本となる事項

消費税等の会計処理………………消費税及び地方消費税の会計処理は税抜方式によって

　　　　　　　　　　　　　　　おります。

２．貸借対照表に関する注記

①有形固定資産の減価償却累計額　　　　　　　　　　　　　　54,763千円

②関係会社に対する金銭債権及び債務

　短期金銭債権　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 426千円

　短期金銭債務　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 712千円

③財務制限条項

連結注記表の「２.連結貸借対照表に関する注記（2）財務制限条項」に同一の内容を記載

しているため、注記を省略しております。

－ 7 －

個別注記表
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３．損益計算書に関する注記

(1) 関係会社との取引

　営業取引による取引高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 10,660千円

　営業取引以外による取引高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600千円

(2) 子会社株式評価損

　当社の連結子会社であります日本革新創薬株式会社の株式について評価損304,799千円を

計上したことによります。

４．税効果会計に関する注記

繰延税金資産の発生の主な原因別の内訳

（繰延税金資産）

繰越欠損金 1,184,068千円

減価償却超過額 5,697千円

減損損失 196,424千円

株式報酬費用 1,768千円

たな卸資産 202千円

投資有価証券 2,384千円

子会社株式評価損 104,851千円

その他 2,257千円

繰延税金資産小計 1,497,654千円

評価性引当額 △1,497,654千円

繰延税金資産合計 －千円

５．関連当事者との取引に関する注記

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

種類
会社等の

名称

議決権等の
所有（被所
有）割合

関連当事者
との関係

取引の
内容

取引
金額

科目
期末
残高

子会社
日本革新創
薬株式会社

(直接)所有
60.38(％)

役員の
兼務

管理業務
受託

600 未収入金 54

取引条件及び取引条件の決定方針等

（注）１.上記金額のうち、取引金額には消費税等が含まれておりません。期末残高には消費

税等が含まれております。

２.管理業務受託に係る取引金額は、取引規模を総合的に勘案し交渉の上決定しており

ます。

６．１株当たり情報に関する注記

(1) １株当たりの純資産額 45円61銭

(2) １株当たりの当期純損失金額 36円94銭

－ 8 －

個別注記表




